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所謂別府i阻泉地帯は東西約 5km南北約7kmに渉る三方山に園携された一大斜面であ

って， i毘泉は高きは地高 400m低きは海底に到るまで康範固に湧出してゐるが，この南部

に奮別府市街，北部に亀川町に於てはボーリングによって湧出する漉泉千儀が密集してゐ

る。ふれ等宿集j且泉を科準的に考察する鋸，例へばその深さ又は温泉水頭などが必要であ

るが，その嬬に地高は陸地測量部の五荷分ーの地固によっては充分と言へなし、。そこで我

々は先行手初めに沓別府市街地に於ける漉泉域に就いて地面の水準測一量を行った。測高の

基準としては野口小著書校前の陸地測量部水準艶ぞ用ひ，第1闘中に⑨(s)を以て之を示す。

測定には市街地である錆ボー Jレの位置に杭などを打つ事が出来す・3 白墨などを以て 7ー

クを入れ，律i0角々にはボーJレを立て込測定したが念勾配の慮で‘はその中途にも幾本も立

てなければならなかった。使用しfこ測量器械は

A、k::nia-¥VerkeA. G. voロnCarl Bamberg， Berlin Friedenau， No. 16975 

であって，附属のレベノレの一目盛は 30mの距離にて 0.25cmの差を3誌にすもので貰測に

於てこの一目盛以内の費動にと rめ得7こが， _I::蓮の如き測定であるから舗装遁路であると

ころは 1500mに就いて 4cm以内の誤差であっすこが舗装のないところはそれよりや h

大きい謀去となった様である。

測定の結果は第 1表の如しそれを圃示して第 l固の等高線圃を得，漉泉分布と針照し

にものが第2圃である。測艶の位置及び番披は第 1圏中に之を示し，その高度は卒均海面

上に直して第 I表に示しすこ。賓測し仁最高は我地球物理皐研・究所玄関の 7 ークで，之ぞ終

艶としナこL 第 1圏中の⑨(E)がそれで‘ある。これ等の固によると地泉分布の設も密なると

ころは傾斜が緩かである。地勾配を見る鴛l二第 1闘北端の境)11々 尻橋の東南隅を起票占とし

て300m J'J至 150m間隔に海岸に沿って基貼を7艶定め，それより等高線に直交する様

に辿って行けば第2表及び第3闘の如き勾配服況になって居る。之によって見れば明かに
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科目IJ府市街 の水準測量

南部に進むほど海岸近くで傾斜が緩で而も地高 5m以上では始んど一定になうてゐる。

この事は南部(.1..1:."t中積唐の輩建ぞと示すものといふべく，特に基線(7)は綿じて朝見川に沿

ってゐる鴛その勾配の小である事も肯ける。この事は別府市街地の地質調査に於て九示さ

れてゐることである。

第 1表 月IJ府市街地7Jd判IIJ量結果

iJ!lJ鮎高(cm度) 州市皮 I~問 illi iJIIJ黙 i:':il度 ifllJ鮎 i11i度 制Iq勅高度 ，iJIIJ黙 iti度

番務 ( 番披 (cm) 番披ぐIllI 番披 (CIII: 番披 (じ
番自虎 i Clll 番競 I CIll) 

一 一 一

455 33 ‘3108 i 65 235 S7 963 129 273 161 370 193 480 

2 414 34 3346 66 282 98 空67 130 284 162 
524 "194 374 

3 392 35 3681 67 332 99 264 131 387 163 734 195 
254 

4 602 36 4C~9 I 68 597 100 329 132 558 164 817 196 270 

5 873 37(5) 1473 69 783 101 338 133 816 165 809 197 237 

6 1011 38 305 70 1080 102 430 134 1024 166 1056 128 494 

7 1422 39 372 71 1627 103 648 135 i043 167 1251 19ヨ 379 

8 1530 40 6E2 72 2025 104 005 136 1281 168 201 200 385 

9 1843 41 887 73 3388 105 1130 137 1552 169 289 201 219 

10 2185 42 995 74 508 106 1304 138 1926 170 328 202 236 

11 2564 43 1282 75 696 i07 1473 139 2183 171 233 203 230 

12 1110 7G 1089 108 J 3~4 140 204 172 276 e'04 215 

13 301 1 45 1760 77 1223 109 1580 141 280 173 324 205 220 

14 326 46 1828 78 1627 110 i~こO 142 281 174 270 203 235 

15 618 47 2363 79 1970 111 1991 143 291 175 542 207 240 

16 919 48 2985 80 2388 112 2227 144 300 176 242 20:; 3071 

17 1002 49 3669 81 2694 113 2591 145 228 177 339 209 3489 

18 1408 50 260 82 3132 114 222 146 299 178 296 210 3898 

19 1606 51 444 83 3235 115 287 147 299 179 244 ヨ11 4374 

20 2097 52 744 84 246 116 286 148 476 180 210 2;2 4771 

21 2566 53 966 85 278 117 346 149 682 181 247 213 5135 

22 2959 54 1613 86 408 118 559 150 979 182 354 214 ~5S4 

23 285 55 1906 87 552 119 772 151 991 183 274 215 6050 

24 373 56 2216 j 88 1011 120 1067 152 1298 184 355 ~ 16 

25 692 57 1143 121 1379 153 1 ~53 185 419 217 

26 981 58 1017 I 90 1374 122 1727 JC4 1402 186 

27 1436 59 1069 I 91 1685 123 2025 155 1615 187 562 I 219 7458 

28 1479 60 1465 92 2043 124 2329 156 207 188 
ょι

236 I 220、E¥7608 
29 1498 61 2488 93 2369 125 2692 157 280 189 298 

30 1668 62 2950 94 2508 126 203 158 330 190 264 
*研官河主闘rのι 
;マー クJ位

31 2131 63 3218 95 2900 127 272 159 279 191 374 

32 2598 64 3485 96 875 128 325 160 327 192 3Gi 

(1) 本誌ぷ1谷第4披 305頁， i別府市街地ホ，._'Jング土質調資表」参照
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鶴 見Jj 府市街 の * ìl~ iRlJ :量

佑 2副 別府市街地滋泉分布と地面等高級との封比
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ZLS幽 月IJ府市街地 薗々勾配の数1Ttl
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f'.別府市街の水準測量

tf~ ヨ表 奮}jlj府市街の地面勾酉E

腕械|蹴よ叫基|糊5mまで 地高5m以上|
県'J~に至ろ距離 の平均勾配 の4'-均勾商E

ト一一

300m 0.031 

2 600 0.025 

3 900 0.0128 0.028 

4 1200 0.0064 0.037 

5 1350 0.0055 0.034 

6 1500 0.0052 0.029 

7 1800 0.0039 0.021 

L:のiRU量は野満教授の命により昭和10年5月8日より21日まで2週間，筆者が山下磐ー

山下幸三郎外二氏の援助な得て行ったものである。遊に同氏等の好意を謝する。
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